
第 2章　高齢者の現状と将来推計第 2章　高齢者の現状と将来推計

　本市の総人口は、令和２年10月１日現在、193,676人となっており、年々緩やかに減少し
続けています。
　年齢構造でみると、０～14歳、15～64歳は減少し続けている一方で、65歳以上は増加し
続けている状況です。
　高齢化率でみると、第８次計画策定時の平成29年は30.1％でしたが、年々上昇を続け、第
９次計画の最終年である令和５年には32.5％と推計しています。
　さらに、団塊の世代が75歳以上となる令和７年には33.2％、団塊ジュニアが65歳以上とな
る令和22年には、40.3％になるものと見込まれています。

1 市の人口と高齢者人口の推移と将来推計

〈人口比率の推移と将来推計〉

※第８次までの沼津市高齢者保健福祉計画や本計画内の年別人口比データと相互参照可能にするため、住民基本台帳に基づ
いた人口推移、人口推計を掲載しています。

資料：住民基本台帳（各年10月１日現在）、令和５年以降は推計
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第 2章　高齢者の現状と将来推計第 2章　高齢者の現状と将来推計

　人口比率においても、０～14歳、15～64歳は、ゆるやかに減少し続けており、一方で、
65歳以上は、増加し続けています。
　団塊の世代が後期高齢者（75歳以上）となる令和７年には、後期高齢者の割合が前期高齢
者の割合を大幅に上回り、総人口の約２割を占めることが予想されます。

　令和２年10月１日現在の人口を５階級別人口でみると、団塊の世代と呼ばれる70～74歳と、
その子供の年代に当たる45～49歳で多い「変形つぼ型」となっています。

〈人口比率の推移と将来推計〉

〈５歳階級別人口〉

資料：住民基本台帳（令和２年10月１日現在）

資料：住民基本台帳（各年10月１日現在）、令和５年以降は推計
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第 2章　高齢者の現状と将来推計第 2章　高齢者の現状と将来推計

　各年度３月31日現在の、要支援・要介護認定者における認知症高齢者日常生活自立度の判
定基準がⅡa以上の人の推移をみると、平成27年度の4,849人、55.7％から令和元年度の5,755
人、61.5％と、906人増加し、割合は約６ポイント増加しています。

2 認知症高齢者数の推移

〈認知症高齢者の推移〉

〈認知症高齢者の日常生活自立度判断基準〉

ランク 判　　断　　基　　準

Ⅰ 何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立している。

Ⅱ 日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが多少見られても、誰か
が注意していれば自立できる。

Ⅱａ 家庭外で上記Ⅱの状態が見られる。

Ⅱｂ 家庭内でも上記Ⅱの状態が見られる。

Ⅲ 日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが見られ、介護を必要と
する。

Ⅲａ 日中を中心として上記Ⅲの状態が見られる。

Ⅲｂ 夜間を中心として上記Ⅲの状態が見られる。

Ⅳ 日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、常に介
護を必要とする。

Ｍ 著しい精神症状や問題行動あるいは重篤な身体疾患が見られ、専門医療を必要とする。
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第 2章　高齢者の現状と将来推計第 2章　高齢者の現状と将来推計

　毎年９月１日に実施している「一人暮らし高齢者等実態調査」によると、総世帯数と高齢者
世帯数は共に年々増加しており、令和元年度は総世帯数92,079世帯に対し、高齢者世帯数は
12,011世帯で、全体の13.0％となっており、平成30年度と比較すると高齢者世帯の占める
割合が増加しています。
　高齢者世帯中の割合では、一人暮らし高齢者世帯の比率が増加する傾向が見られ、地域での
見守りなどが重要になっています。

3 一人暮らし高齢者等実態調査

〈高齢者世帯数等の推移〉

上段：世帯数
下段：割合

平成２７年度 平成２8年度 平成２9年度 平成3０年度 令和元年度

総世帯数 90,145世帯 90,429世帯 90,901世帯 91,509世帯 92,079世帯

高齢者世帯数
13,877世帯 14,121世帯 15,001世帯 11,736世帯 12,011世帯

15.4％ 15.6％ 16.5％ 12.8％ 13.0％

一人
暮らし

世帯数 7,209世帯 7,397世帯 7,818世帯 6,555世帯 6,869世帯

高齢者世帯中
の割合 51.9％ 52.4％ 52.1％ 55.9％ 57.2％

夫　婦
世帯数 5,905世帯 5,977世帯 6,365世帯 4,531世帯 4,564世帯

高齢者世帯中
の割合 42.6％ 42.3％ 42.4％ 38.6％ 38.0％

その他
世帯数 763世帯 747世帯 818世帯 650世帯 578世帯

高齢者世帯中
の割合 5.5％ 5.3％ 5.5％ 5.5％ 4.8％

※各年９月１日現在の一人暮らし高齢者等実態調査による
※平成30年度より調査対象を65歳以上から70歳以上に変更
※令和２年度は新型コロナウイルス感染防止の観点から実施していません。
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第 2章　高齢者の現状と将来推計第 2章　高齢者の現状と将来推計

　本計画の策定基礎資料とするため、高齢者の生活と意識に関する調査として「介護予防・日
常生活圏域ニーズ調査」及び「在宅介護実態調査」を令和元年11月から実施しました。

4 高齢者の生活と意識に関する調査（抜粋）

（ １）調査対象及び調査人数（無作為抽出）
　〓〓〓 調　　査 対　象　者 対象者の概要 調査人数

①介護予防・日常生活圏域
ニーズ調査

一般高齢者 沼津市在住の65歳以上の方 1,600人

総合事業対象者 沼津市在住の総合事業対象認定を受
けている方 100人

在宅要支援認定者 沼津市在住の要支援認定を受けてい
る方 800人

②在宅介護実態調査 在宅要介護認定者 沼津市在住の要介護認定を受けてい
る方 1,000人

（ ２）調査方法
　郵送配布　郵送回収

（ 3）調査期間
　① 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査・・・令和元年12月９日～令和元年12月25日
　② 在宅介護実態調査　　　　　　　　・・・令和元年11月25日～令和元年12月14日

（ ４）回収状況

（ ５）注意事項
　① 回答は各質問の回答者数（ｎ）を基数とした百分率（％）で示してある。
　② 百分率は小数点以下第２位を四捨五入して算出した。このため、百分率の合計が100％

にならないことがある。
　③ １つの質問に２つ以上答えられる“複数回答可能”の場合は、回答比率の合計が100％を

超える場合がある。
　④ スペースの関係上、一部設問、選択肢の文言を省略している箇所がある。

調　　査 対　象　者 発　送　数 有効回答数※ 有効回収率

①介護予防・日常生活圏域
　ニーズ調査

一般高齢者 1,600通 1,080票 67.5％

総合事業対象者 100通 69票 69.0％

在宅要支援認定者 800通 550票 68.8％

②在宅介護実態調査 在宅要介護認定者 1,000通 605票 60.5％

※有効回収数：回収票から全く回答がないもの（白票）や回答が少ないもの（無効票）を除いた数。
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第 2章　高齢者の現状と将来推計第 2章　高齢者の現状と将来推計

＜介護予防・日常生活圏域ニーズ調査＞

家族構成や生活状況について

● 家族構成
　市全体では、「夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）」の割合が29.1％と最も多く、以下「息子・
娘との２世帯」が23.8％、「１人暮らし」が22.0％となっています。
　年齢別でみると、70～74歳と75～79歳は「夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）」の割合が、
85歳以上は「息子・娘との２世帯」の割合が市全体と比較して多くなっています。
　また、対象種別でみると、総合事業、要支援１は、「１人暮らし」の割合が市全体と比較し
て多くなっています。
　高齢者等世帯は年々増加傾向にあり、高齢者等世帯への生活支援や見守り体制の整備が必要
となっています。
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第 2章　高齢者の現状と将来推計第 2章　高齢者の現状と将来推計

● 普段の生活での介護・介助の必要性
　市全体では、「介護・介助は必要ない」の割合が63.4％と最も多く、以下「現在、何らかの
介護を受けている」が23.9％となっています。
　年齢別でみると、74歳までは「介護・介助は必要ない」の割合が、85歳以上は、「現在、
何らかの介護を受けている」の割合が市全体と比較して多くなっています。
　年齢が高くなるにつれ、何らかの介護や介助を必要とする割合が高くなっており、高齢になっ
ても出来る限り介護や介助を必要とせず、元気に暮らせるよう健康寿命を延伸するための取組
が重要となっています。
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体を動かすことについて

● 外出状況
　市全体では、「週１回」が18.5％、「週２～４回」が42.1％、「週５回以上」が26.2％で、
この合計である『週に１回以上外出する』の割合は、86.9％となっています。
　しかし、年齢別でみると、85歳以上は、「ほとんど外出しない」の割合が全体と比較して多
くなっています。
　また、対象種別でみると、要支援１、要支援２は、「ほとんど外出しない」の割合が全体と
比較して多くなっています。
　年齢が高くなるにつれ、外出を控える人が多い傾向にありますが、外出することで社会との
繋がりを持つことは、介護予防にも繋がることから、高齢者の社会参加の促進のための取組が
必要です。
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● 外出時の主な移動手段
　市全体では、「自動車（自分で運転）」の割合が32.7％と最も多く、次いで「自動車（人に
乗せてもらう）」が17.8％となっています。
　年齢別でみると、79歳までは自動車（自分で運転）」の割合が、80歳以上は「自動車（人
に乗せてもらう）」の割合が全体と比較して多くなっています。
　生活をするために必要な通院や買い物などが困難となる高齢者のために、交通手段の確保や
交通安全のための取組が必要とされています。
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地域での活動について

● 会・グループ等への月１回以上の参加状況
　年に数回以上参加している割合について、市全体では、「町内会・自治会」が33.4％と最も
多 く、以 下、「趣 味 関 係」が24.7％、「ス ポ ー ツ 関 係」が19.2％、「収 入 の あ る 仕 事」が
18.4％となっています。
　圏域別でみると、南部地区においては、「シニアクラブ・老人クラブ」が沼津市全体より4.5
ポイント高くなっています。一方で、中央地区においては「ボランティア」が沼津市全体より
3.6ポイント低い状況となっています。
　高齢者がいつまでも元気で生活するためには、地域の中で生きがいや社会的役割を持つこと
が大切です。地域の実情に合わせ、地域資源の開発や高齢者のニーズを把握しながら、高齢者
と地域社会との繋がりを構築する必要があります。

（単位：％）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ポ
ー
ツ
関
係

趣
味
関
係

学
習
・
教
養
サ
ー
ク
ル

高
齢
者
サ
ロ
ン
な
ど
介
護

予
防
の
た
め
の
通
い
の
場

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・

老
人
ク
ラ
ブ

町
内
会
・
自
治
会

収
入
の
あ
る
仕
事

全　体 12.7 19.2 24.7 11.3 14.2 9.9 33.4 18.4

西　部 15.8 20.1 27.3 10.5 15.6 9.2 38.2 19.9

北　部 12.7 21.1 24.3 11.7 12.4 9.2 33.7 18.9

中　央 9.1 19.9 26.0 14.4 12.9 8.8 30.8 17.4

南　部 12.7 15.6 21.2 9.3 15.6 14.4 32.3 17.0
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● 地域づくりへの参加意向
　地域住民の有志によって、健康づくりや趣味等のグループ活動を通じ、地域づくりに資する
活動に参加する場合において、参加者としての参加意向について、市全体では、「是非参加し
たい」、「参加してもよい」、「既に参加している」を合わせた『参加意向がある』の割合が
44.0％となっています。
　日常生活圏域別でみると、「西部」が48.5％と最も高くなっており、「南部」の38.8％は、
市全体と比較して５ポイント以上低くなっています。
　また、その活動に企画・運営（お世話係）としての参加意向については、全体的に低い状況
ですが、西部と北部は市全体よりも若干上回っている一方で、南部は下回っている状況です。

〈参加者としての参加意向〉

〈企画・運営（お世話役）としての参加意向〉
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「たすけあい」について

● 家族や友人・知人以外の相談相手
　市全体では、「そのような人はいない」の割合が31.1％と最も多く、以下「医師・歯科医師・
看護師」が23.3％、「ケアマネジャー」が21.5％となっています。
　年齢別でみると、74歳までは「そのような人はいない」の割合が、80歳以上は「ケアマネジャー」
の割合が全体と比較して多くなっています。
　高齢者が地域で孤立しないよう、医療、地域の関係団体、介護の連携を図り、地域で支え合
う体制を構築するとともに、地域包括支援センターなどの相談機関のさらなる周知を図る必要
があります。
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＜在宅介護実態調査＞

施設等の検討状況別サービス利用状況

● 今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス
　「特になし」の割合が29.9％と最も多くなっていますが、今後、在宅生活で必要と感じる支援・
サービスについては、「見守り、声かけ」が25.0％、ついで「移送サービス（介護・福祉タクシー
等）」が24.1％となっています。
　高齢者ができる限り住み慣れた地域で生活できるよう、地域ぐるみで高齢者を見守る体制の
整備や在宅福祉サービスの充実が求められています。
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介護者の状況

● 今後、不安を感じている介護内容
　今後について、最も不安に感じている介護の内容は「認知症状への対応」の割合が39.7％
と最も高く、以下、「夜間の排泄」が29.0％、「外出の付き添い、送迎等」が21.7％、「入浴・
洗身」が20.7％と続いています。
　今後も認知症高齢者数の増加が見込まれており、認知症施策の推進が重要です。また、介護
家族の負担の軽減が図られるようサービスの充実及び適切な提供が必要です。
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主な介護者の就労について

● 主な介護者の現在の勤務形態

● 主な介護者の働き方の調整

　主な介護者の現在の勤務形態では、「働いていない」の割合が52.9％と最も高く、次いで「パー
トタイムで働いている」が20.7％となっています。

　主な介護者の働き方の調整では、「介護のために、「労働時間を調整（残業免除、短期間勤務、
遅出・早帰・中抜け等）」しながら、働いている」の割合が40.7％と最も高く、以下「特に行っ
ていない」が24.2％、「介護のために、「労働時間を調整」、「休暇」、「在宅勤務」以外の調整
をしながら、働いている」が21.1％となっています。
　主な介護者が働いている場合で、介護にあたり働き方の調整を「特に行っていない」と回答
したのは24.2％であり、７割以上の方が何らかの形で働き方を調整している状況にあります。
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